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1．序：同じ本でも異なっている

洋古書は現代本と比べると大きな違いがある。現代本は動力印刷機で刷るため、変更が見つ

かっても機械を止めて修正するのでは効率が悪い。組置きにしてまとめて修正するので、出来

上がりが同じになる。そのため現代本はどれか1冊を手にすれば、残りの同じ本の代表になれる。

図 1：繰り返し使われた活字m
2C1v（名古屋大学附属図書館）

図 2：繰り返し使われた活字m
Ff2 r（名古屋大学附属図書館）

それに対して洋古書は印刷工程が違っていた。洋古書は手引き印刷機で印刷し、印刷が終わ

ると組置きにしないで「直ぐ」に解版し、活字を再利用していた（注 1）。例えば、Leviathan（1651
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年）の後半で活字「m」（図 1 と図 2）が折丁 2C-2Z1 の間で使われている（注 2）。同じ活字が

印刷―校正―解版―組み版―印刷という順序で繰り返し使われた証拠である。従って洋古書の

場合、校正は折丁ごとにすぐ行われた。そうしないと修正の機会がなくなってしまうからであ

る。Leviathan が出版される頃、著者ホッブズはパリにいた。印刷はロンドンのトマス・ワレ

ン（Thomas Warren）の印刷所で行われたので（注 3）、印刷直後の校正は出来ない。修正や変

更はまとめて提示するしかなかった。それが Leviathan の A3 の裏ページにある正誤表である。

ホッブズの校正は即日ではなかったが、印刷所内での校正は行われている。折記号 A4 の表ペー

ジでの誤植訂正がそれである。このページの見出しはイタリックで THE INTRODUCTION と表

示する予定であったが、THE をローマンで組んでしまった本がある（図 3）。間違いに気付き、

THE をイタリックで組み直した本もある（図 4）。それに図 3 では下部欄外に間違って折記号

B を印刷してしまっているが、図 4 ではそれが削除されている。

もう一つ示してみよう。図 5 と図 6 は James Burgh の Political disquisitions の第 3 巻（1775 年）

である。この本の K 折丁の 2 枚目の紙葉には K2 の折記号がついている（図 5）。しかし折記

号が *K2 となっている本もある（図 6）。K2 の紙葉を削除し、文章を書き替えた *K2 の紙葉

図 3：Leviathan, 1651。A4r の修正前
（名古屋大学附属図書館）

図 4：Leviathan, 1651。A4r の修正後
（名古屋大学附属図書館）
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と差し替えられた本もある。

校正には大規模なものと小さなものとがある。前者の例としては前述の Political disquisitions

がある。この本の修正前は 1 ページに 32 行（図 7）であったが、修正後は 30 行（図 8）に文

章が減っている。ここまで大きな修正は著者の主張にかかわることが多いので、既に刷り上がっ

た紙葉を差し替えて主張の統一を図るはずである。にもかかわらず、未修整の本（図 7）が見

つかっている。未修整の紙葉が徹底して回収されないどころか、逆にそれも使って本として束

ねられている。校正の統一が問われる反面、おかげで著者の思想の変化を捉える機会にもなっ

ている。

もう一つの手直しが Leviathan のように小さな修正である。通常は校正で直されるが、時に

は印刷機の稼働中に間違いに気付き印刷作業を中断して修正する「稼働中断修正（stop-press-

correction）」もある。これを異刷（state）という。スペル間違い、表記間違い、ノンブル付け違い、

フォント違い、オーナメントの使用間違いと言った小さな修正であり、本文の主張に影響を及

ぼしたりしない内容のことが多い。そのためこうした修正は気付けば直すが、既に刷り上がっ

ている紙葉まで修正するほどではないという緩い考え方をしている。洋古書のどれか 1 冊を手

図 5：Political disquisitions第 3巻の K2�
（名古屋大学附属図書館）

図 6：Political disquisitions第 3巻の *K2�
（名古屋大学附属図書館）
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にしても、他の同じ本の代表になれないのにはこうした理由がかくされていたのである。名古

屋大学附属図書館の水田文庫やホッブズ文庫はこうした本の宝庫であり、本稿で取り上げる例

もそこからの借用である。

こうした本を前にしたとき、目録は本を書名＋著者名＋ページ数＋出版年を持って識別し、

本全体を一つの塊としてとらえて表示する。しかしこれでは洋古書の変動の様子を表示するこ

とは出来ない。そこで識別の精度を挙げるために「1 紙葉単位」に表示すると共に「本の紙葉

全体を一覧」できる方式を採用した。折記号を使った表記法（校合式）である。こうした表示

をしなくても、紙葉の異同は文章で説明出来る。しかし一覧は出来ないので、全体像をつかみ

にくい。本を識別表示する時、校合式の利便性を上回る表示方式は現在のところない。例えば、

図 7：�Political disquisitions�
第 3 巻の K2v の削除予定の部分�
（線で囲った部分）�
（名古屋大学附属図書館）

図 8：�Political disquisitions�
第 3 巻の *K2 で、削除後に文章を追
加した部分（線で囲った部分）�
（名古屋大学附属図書館）

─ 10 ─



図 5 と図 6 に示した K 折丁の変動の様子は

K8(-K2  +*K2)  そして巻末では Kk(Kk1 .4 ,  Kk2 .3(-Kk3=*K2))

と記述すれば、K 折丁の 2 枚目の紙葉 K2 を削除し、代わりに *K2 が挿入されたことを示す事

が出来る。しかも挿入紙葉（*K2）が Kk 折丁で印刷されたことも一目でわかる。この点につ

いては第 10 項で扱う。

しかし変更が見つかっても、紙葉単位の変更でなければ、変更の様子を折記号で表記するこ

とは出来ない。前述した Leviathan の THE（INTRODUCTION）の変更は紙葉の変更を伴わない

ので、こうした変更は注記で説明するしかない。

図 9：中央揃えでない三筋罫
（『エミール』（パリ版）タイトルページ）

図 10：中央揃えの三筋罫
（『エミール』（パリ版）タイトルページ）

もっともタイトルページで異刷が見つかった場合、異なった扱いをすることがある。ミルト

ン（John Milton）の『失楽園』（1667 年）は初版第 1 タイトル、初版第 2 タイトルなどと言っ

た名称を付けて区別することがあるからである。同じ事はルソー（J.J. Rousseau）の 8 折判『エ

ミール』（パリ版）の第 1 巻タイトルページにも言えるかもしれない。この本では出版事項の

中の三筋罫が中央揃えになっていない本（図 9）と、中央揃えになっている本（図 10）とがあ

る。前者が最初の印刷であり、後者が後刷りになる（注 4）。
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2．折記号の表示形

では紙葉単位に変動の様子を伝えることの出来る折記号とはどんな工夫で、どんな特徴を備

え、どのように用いるのであろうか。

本を作るには大きな紙に複数のページを並べて印刷する。印刷後、それを折り畳むと一対の

紙葉の束が出来る。これを折丁という。そしてこの束を順番に並べていくと本が出来るが、並

べる作業を効率よく行うために折丁ごとに順番を示す記号が 1 つ付けられる。それが折記号で

ある。この記号は折丁ごとに付けられ、折記号が異なれば別の折丁になる。

図 11：pica の折記号（f1）�
（名古屋大学附属図書館）

図 12：great primer の折記号（f1）
（名古屋大学附属図書館）

折記号にはアルファベットや数字さらには記号類も使われている。A, B, C とか 1, 2, 3 など

は識別機能と順番機能を備えている。しかし *, † , )( といった記号類は識別機能を備えていて

も、記号同士を順番に並べる機能はない。そのため、表示順が並び順になる。*, † , )( と表示

されていれば、それが順番である。

折丁は折記号によって、紙葉はそれに加えて紙葉番号によって識別される。アルファベット

には大文字と小文字があり、これらは別々の折記号となる。それに大文字あるいは小文字とい
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う文字の形態は同じでも、ポイント数が異なれば、別の折記号となる。例えば、折記号が pica（図

11）と great primer（図 12）の小文字で表示されていれば、両者は別の折記号になる。折記号

だけを見ていても違いには気付きにくいかもしれないが、折記号はそのページの本文活字の大

きさに合わせて表示されるので、折記号と同じ大きさの活字で本文ページが示されていれば、

大きさの違いには気付くはずである（注 5）。但し、Aa、Aaa のような、大文字＋小文字の形

で折記号が表示される場合、小文字は大文字を使い切ったために使われたとみなす。そのため

それらを校合式に記述するとき、大文字の後に使われた小文字は大文字で記述し、AA、AAA

のように記述することになる（注 6）。

3．折記号の表示場所

折記号とは製本師が折丁を並べるのを助けるための工夫（丁合取り）であり、本文ではない。

そのため本文と区別して、ページの下部欄外の行に本文と同じ大きさの活字で表示される。こ

の行にはページ数やつなぎ語も表示されることがある。これらは行の端に示すので、折記号は

それらと区別して、行の真ん中付近に表示されることが多い。図 13 では折記号の示された行

の右隅につなぎ語が表示され、ページ数はランニング・タイトルの行にある。

図 13：折記号（D1） 図 14：本文と注との間の折記号（E1）
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しかし表示場所が下部欄外であっても、最下行とは限らない。注記があったりすると、本文

と注記との間に示されることもある。そうした場合、折記号が付いていないように見えるので、

注意が必要である。その例が図 14 である。

4．タイトルページの折記号表示

折記号は折り目でつながった 1 対の紙葉の左側の紙葉に表示されることが多い。しかし折り

目の左側にあっても、折記号のほとんど表示されない特殊な紙葉のページがある。タイトルペー

ジである。なぜタイトルページには折記号がほとんど表示されていないのであろうか。

タイトルページは本文ページではない。しかし文字が印刷されていることから、本文ページ

に準じたページになる。加えてタイトルページには版面の中央で表示を整える「中央揃え」と

いう表示原則がある。この原則にも従うことになると、折記号の表示位置は下部欄外の中央に

なる。その例が図 15 の折記号 A である。図では折記号を含めたすべての表示が中央揃えになっ

ている。おかげで折記号 A は非常に目立った存在である。にもかかわらず、折記号はタイト

ルと無関係であるばかりでなく、一般の読者にとって意味不明な表示である。といって折記号

はタイトルの関連情報でもないので、図 16 の「（*）」のように、遠慮して中央からずらして

図 15：タイトルページで中央揃えで表示された折記号
（名古屋大学附属図書館）

図 16：タイトルページで�
右寄りに表示された折記号
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表示すると、「中央揃え」の原則をくずすことになり、これまた目立った表示になってしまう。

折記号をタイトルページに表示するには問題が多いことがわかる。

本文ページの場合、版面いっぱいに本文を表示するので、どのページも類似して見える。そ

のため、本文ページの折丁は折記号を付けないと素早く並べにくい。それに対してタイトルペー

ジは文字数が本文ページより少ないだけでなく、中央揃えで表示されているので、折記号を付

けなくても容易に識別できる。こうしたことからほとんどのタイトルページは折記号なしで済

ませ、折記号の表示されている例は少ない。

5．白ページの折記号

そのほかにも折記号の表示されにくい紙葉がある。白紙である。白紙には折記号の表示規定が

ない。文字が印刷されていないので、下部欄外という場所が存在しないからである。白ページの

多くには折記号が付いていないが、付いている場合でも、折記号の大きさ、表示場所は様々である。

とは言っても、白ページへの折記号付けはタイトルページへのそれとは全く反対の形でなされて

いる場合がある。タイトルページでは目立つと困る。それに対して、白ページでは小さく表示す

ると、見落としかねないため、目に付くように表示されていることもある。図 17 はその 1 例であ

り、図 18 となると、遊びが入り、しっかりと目立っている。白紙に折記号が付いていれば、それ

は折丁中の必要な紙葉となる。しかし白紙に折記号が付いていなければ、白紙が折丁にとって必

要な紙葉かどうかは綴じ目でのつながり具合などを調べて判断することになる。

図 17：白ページの折記号（Aaa1）
（名古屋大学附属図書館）

図 18：白ページの折記号（A1）
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6．1 折丁 1 折記号 1 折り目：折丁の要件

図 19 は通常の手順で初めて印刷し、折り畳んで作られた 8 折判であるが、この図は色々の

判型の折丁に共通する要件を示している。図の場合、折記号は 1 つ（A）である。紙葉数は 8

枚であるが、A1 と [8]、A2 と [7]、A3 と [6]、A4 と [5] は折り目でつながった 1 対の紙葉の状

態にあり、しかもそれらは「1 つの折り目で束ねられている」。

初めて印刷し、「折り畳んだ」とは、8 折判であれば、1 枚の紙を所定の手順で 3 回折り畳み、

その折り目で束ねられた状態を指す。4 折判であれば、2 回折り畳み、折り目で束ねられた状

態である。

折丁がこのように作られることから、この条件に基づいて折丁を折記号で表す規則が定めら

れている。その代表的な表示が右肩数字を付けた A8 である。従って A8 という表示にはこの

項の冒頭で述べた条件がすべて含まれていることになる。1 折丁、1 折記号、1 折り目であり、

これが折丁の要件になる。そして 1 折丁は A8 のように 1 表示で表し、2 表示にはしない。2

表示にすると、1 つは別の折丁になってしまうからである。

図 19：折丁中の紙葉の姿

図 19 を表示すると A8 になるが、A8 と表示出来るのは 1 枚の紙を 3 回折り畳んで作る 8 折

判だけではない。1 対の紙葉が「通常通りに折り畳んで束ねられていれば」、2 折を 4 つ重ねて

も（2° in 8’s）、4 折を 2 つ重ねても（4° in 8’s）、16 折の半裁（16° in 8’s）であってもかまわない。

ただし右肩数字は常に偶数でなければならない（注 7）。

7．1 対の紙葉の折記号表示方法

紙葉が折り目でつながっていることを示す方法は 2 種類ある。折り目でつながった紙葉をま

とめて表示するときは右肩数字を使う。それに対して各紙葉のつながっている様子を 1 枚ずつ

視覚的に示すのがピリオドである（図 20）。

A 1 . A 2 . A 3 . A 4 . [ 5 ] . [ 6 ] . [ 7 ] . [ 8 ]
図 20：紙葉のつながりをピリオドで表示

─ 16 ─



右肩数字、ピリオドの両表示とも紙葉のつながり具合がわかりにくいかもしれないが、総紙

葉数の半分のところに折り目があると思えば、各紙葉のつながり具合は理解できるのではない

だろうか。
A 3 . A 4 . A 5 . [ 6 ] . [ 7 ] . [ 8 ]
図 21：紙葉番号 3から始まる紙葉の表示

右肩数字は紙葉をまとめて表示するのに便利である。他方、ピリオドは紙葉の姿を 1 枚ずつ

見せることができる。加えて、ピリオドは右肩数字では表示できない紙葉の状態を示すことも

出来る。右肩数字は紙葉番号が 1 から始まる場合しか使えないが、ピリオドは紙葉番号が 1 か

ら始まらなくても良いからである。

図 21 では折丁の紙葉番号が A3 から始まっているが、全体で 6 紙葉なので、上記のように

表示すれば、各紙葉が折り目でつながっていることを示すことが出来る。そしてピリオドで表

示をしても、例えば図 21 であれば、この 6 紙葉が A6 の「6」と同じ機能を果たしていること

は言うまでもない。

右肩数字とピリオドはそれぞれに長短があるが、問題のない折丁の記述をするのにピリオド

を使うと、手間がかかるばかりでなく、表示が長くなるので、表示スペースの無駄使いである。

紙葉番号が 1 から始まっていれば、折丁の紙葉（数）は右肩数字で表示する方がよい。

折記号は折丁ごとに付けられるが、すべての紙葉に折記号が表示されることはない。折り

目の右側の紙葉にまで折記号付けされている場合もあるが、多くは「折り目の左側の紙葉」に

表示することですまされている。それを図示したのが図 19 である。図の場合、折り目の左側

の紙葉には折記号が A1、A2、A3、A4 と表示されている。右側の 4 紙葉には折記号がないが、

それらは折り目の左側の紙葉とつながっていることから、A5、A6、A7、A8 と呼ぶことが出

来る。図 19 では折記号が左側の紙葉にすべて付いているが、左側の最初の紙葉に A とだけ表

示され、それ以外の紙葉には折記号が表示されていなくても、最初の紙葉は A1、それ以降の

紙葉は A2、A3、A4、A5、A6、A7、A8 と呼ぶことが出来る。この場合は 8 折であるが、2 折

でも、4 折でもあるいはその他の判型であっても、折り目でつながった紙葉の束であれば、折

記号と紙葉番号の数え方は同じである。

折記号付けが折り目の左側の紙葉だけですめば、手間が省ける。しかしこの方法だと、図

24 の場合、1 つ目の束の折り目の右側の紙葉は折記号上で存在しない紙葉になってしまってい

る。従ってこの折記号付け法は 1 折丁 1 折り目の場合にのみ適用される特殊な折記号付け法と

いえる（注 8）。
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8．1 折丁 2 折記号 2 折り目：「後から」加えられた紙葉

図 22：great primer f の紙葉が挿入された pica f 折丁

これまで折記号がどのように表示されているかを見てきた。しかし折丁が常に予定通りに作

られているわけではない。紙葉がどのように作られているかを折記号を使って解決を試みてみ

よう。

折丁を調べていくと、妙な折記号付けに出会うことがある。A brief disquisition of the law of 

nature by James Tyrrell（1692）の pica f 折丁では、図 22 に示したように、折記号 f2 が重複し

て付けられているように見える。

f   f2   f2   f3   f4 . . .

この折記号付けについては図 11 と 12 に示したように、活字の大きさが違うので、重複した

折記号付けではなかった。

図を見ると、1 つ目の束は折記号 great primer f が付き、2 枚の紙葉が折り目でつながってい

ることから、折り目が 1 つある。2 つ目は 8 紙葉、1 折り目の pica f 折丁であるが、pica f1 は

削除されているために、8 枚目は折り目でつながっていない単独の紙葉になっている。great 

primer f は削除紙葉の pica f1 と折記号文字が同じなので、削除紙葉の折記号を示すと共に、

文字の大きさ変えることによって、pica f1 とは別の折記号であることも示している。従って 1

つ目の束（great primer f）は pica f1 に対する差し替え紙葉であることが判る。前述の例では

削除紙葉の折記号 K2（図 5）にアスタリスクを付けて *K2（図 6）と表示し、挿入紙葉の折記

号にしていた。図 22 ではその代わりに活字を大きくすることで、別の折記号にしていたこと

になる。

図 22 では折り目が 2 つ出来ていたが、1 つは後から追加された挿入紙葉の折り目なので、

初めて作られた f 折丁は折り目が 1 つと言うことになる。この点の詳細については注 8 を参照

してほしい。

こうした折丁を折記号で表示する場合、最初に作られた折丁の全容を示し、次いで変更があ

ればその様子を丸カッコ内に表示すればよい。

pica f 8(-f 1+f 2 )
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図 22 の変動の様子は折記号の異同から判断できるが、その様子を目に見える形で示してい

る折丁が見つかっている。図 23（注 9）である。図 23 には挿入予定の紙葉と削除予定の紙葉

の両方が残っているからである。

図 23：挿入紙葉と、削除予定の紙葉が表示された折丁

9．1 折丁 1 折記号 2 折り目：現在の規則では表示できない折丁

図 22 では折記号の重複が疑われる例であった。今度はその逆に紙葉の存在を無視した折

記号付けがなされている例である。その本とは Elementa philosophica de cive. Auctore Thom. 

Hobbes. Amsterodami, apud Henr. & Viduam Th. Boom（1742）であり、下記のような折記号付け

になっている。

**,   [1 紙葉 ] ,  **2 ,  **3 ,  **4 ,  **5

問題の折丁は ** であり、折り目を含んだ形で示すと図 24 の通りである。図は 2 つの束から

なり、折り目は 2 つある。しかし折記号は 1 つなので、1 折丁である。2 つ目の束は紙葉番号

が 2 から始まっているが、すべて 1 対の紙葉なので、2 つ目の束には欠けた紙葉がない。1 つ

目の束は 2 つ目の束のいずれかの紙葉を削除し、その代わりに挿入されたのではなくて、最初

から 1 つ目の束として作られていることが判る。

図 24 は 2 束、2 折り目であるにもかかわらず、1 折記号なので、「折丁の要件」とは異なる

折丁になる。従って図 24 は既存の表示規則では対処できない折丁になる。

図 24 にはもう 1 つ問題になる部分がある。折記号付けである。2 つの束はいずれも「折り

目の左側の紙葉」に折記号番号を付けている。おかげで **2 という折記号（と番号）は 2 つ目

の束の 1 枚目（実際には 3 枚目）に付けられ、1 つ目の束の 2 枚目の紙葉は折記号上は無視さ

れた紙葉にされてしまっている。「折り目の左側の紙葉」にのみ折記号付けする方法は 1 折丁

1 折り目の場合にのみ有効な折記号付け法であり、2 折り目の折丁には用いてはならない折記

号付け法になる。この点からも現在の折記号表示規則が 1 折丁 1 折り目という前提で規定され

ていることが判る。図 24 の折丁については注 10 を参照してほしい。
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図 24：1折丁 1折記号 2折り目

図 24 は 2 束のため 2 表示になってしまう。1 折丁は 1 表示なので、1 つの束として表示する

には、両束共通の折記号を見出しにし、内訳を丸カッコ内に表示することで、同じ折記号の 2

束を 1 単位で表示出来る。

**(**2,  **2 .**3 .**4 .**5 .6 .7 .8 .9)

前述の 2 例は折記号付けの異常から、折丁の様子を解明できた。ところが次の例は折記号な

どを駆使しても折丁の様子を解明できない。それが Political disquisitions by James Burgh（1775）

の最後の 3 紙葉である（図 27）。図 27 は本屋が出そうとした形なので、多くの本はこの折丁

になっている。しかし幸いにもこの 3 紙葉の誕生を物語っている折丁の本が 1 点見つかってい

る。図 25（注 11）である。

Kk 折丁は最初 4 折（図 25）で作られたので、1 対の紙葉が 2 つ「重ね」られている。通常、

これで折り畳みが完了し、本として綴じられるはずであった。ところがこの折丁の場合、更に

一手間かけられた。「重ね」られた 1 対の紙葉を「並列」にし、さらに 1 紙葉を削除したから

である。図で言えば、図 25 から図 26 への変更である。この例は Bowers が述べている「印刷型」

（printing formula）と「発行型」（issue formula）に該当する。図 25 は四折で印刷した「印刷型」

そして折丁中の紙葉を配置換えした図 27 は「発行型」になる（注 12）。

Kk 折丁は 1 対の紙葉 2 つを並列にしたことから、折り目も 2 つできてしまった。しかし折記号

は 1 つなので、この折丁も図 19 とは異なった姿になっている。従って Kk 折丁も、図 24 と同様に、

現在の表示規則では処理できない折丁になる。この折丁の詳細については注 13 を参照してほしい。

図 25：変更中 1 図 26：変更中 2 図 27：変更の完了
� 注：「削除紙葉」には *K2 の折記号がある。
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従って前述の Elementa と同様に、この折丁も丸カッコで表示することになる。

Kk(Kk1 .4 ,  Kk2 .3(-Kk3))

削除紙葉には *K2 という折記号が印刷されているので、それを含めて表示すると、下記の

ようになる。

Kk(Kk1 .4 ,  Kk2 .3(-Kk3=*K2))

第 2 項で K 折丁の差し替えについて述べた。そこでこの本での変更の様子を示すと下記の

通りである。

A4 B-2I8 K8(-K2+*K2)   L-2I8 2K(Kk1 .4 ,  Kk2 .3(-Kk3=*K2))

最後の Kk 折丁が複雑に作られていたが、それは K2 の紙葉に対する差し替え紙葉（*K2=Kk3）

を作るためであったことが判る。

折り目が 2 つ出来る折丁については前述した通りである。この形の折丁は 2 種類あるので、

1 折丁に 2 つの束、2 つの折り目がある場合、下記のように見分ける必要がある。

　1． 両束の折記号が異なっていれば、どちらかの束は後から加えられた束なので、通常の

規則で処理できる。

　2．両束の折記号が同じ場合はこれまでとは違った作りの折丁になる。

A brief disquisition の場合は図 23、Political disquisitions（第 3 巻）の場合は図 26 という具合

に通常見かける折丁とは違った折丁が見つかっている。特に後者の場合、多く出回っている本

の折丁だけを見ている限り、その折丁の本当の姿を解明することは出来ない。本稿で提示した

1 点（図 25）は折丁の姿を解明したばかりでなく、本作りの多様性をも示す内容を含んだ貴重

な存在である。洋古書は同じ本でありながら、様々な姿をしている。これを欠点としてとらえ

るより、利点と理解し、本作りの様々な問題を解決する糸口として活用する必要がある。その

ためには洋古書の存在を知らせる目録作成という地道な努力が不可欠である。
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